
平成３年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰受賞者名簿

（五十音順）

〔 個 人 〕

遠藤 としこ（鳥取県日野郡日野町）
えんどう

木下 昇 （山梨県北都留郡丹波山村）
きのした のぼる

谷光 一夫（石川県羽咋郡押水町）
たにみつ か ず お

永井 竹男（石川県石川郡白峰村）
な が い た け お

〔 団 体 〕

伊丹を拓くみどりの会（兵庫県伊丹市）
い た み ひら かい

エムケーチーズ株式会社 綾瀬工場（神奈川県綾瀬市）
あやせこうじょう

鹿児島十日会（鹿児島県鹿児島市）
か ご し ま と お か かい

株式会社吉野工業所 栃木工場（栃木県栃木市）
よしのこうぎょうしょ とちぎこうじょう

久賀町婦人会（山口県大島郡久賀町）
くかちょう ふ じ ん か い

塚場昭和会（神奈川県相模原市）
つか ば しょうわかい

十和田湖町連合婦人会（青森県上北郡十和田湖町）
と わ だ こ ま ち れんごう ふ じ ん かい

山中湖村花を育てる会（山梨県南都留郡山中湖村）
やまなかこむらはな そだ かい

星の郷花と 緑 のふるさとおこし運動推進協議会（岡山県小田郡美星町）
ほし さとはな みどり うんどうすいしんきょうぎかい

美和村 緑 の少 年 団（茨城県那珂郡美和村）
み わ む ら みどり しょうねんだん

屋島 緑 の少 年 団（香川県高松市）
や し ま みどり しょうねんだん

〔 学 校 〕

三戸町立三戸小学校（青森県三戸郡三戸町）
さんのへちょうりつ さんのへしょうがっこう

流山市立長崎小学校（千葉県流山市）
ながれやましりつ ながさきしょうがっこう

新潟県立村上桜ヶ丘高等学校（新潟県村上市）
にいがたけんりつ むらかみさくらがおかこうとうがっこう

岬 町 立 淡 輪 小 学 校（大阪府泉南郡岬町）
みさきちょうりつ たんのわしょうがっこう

山 本 町 立 䭜 小 学 校（香川県三豊郡山本町）
やまもとちょうりつ つつじしょうがっこう

〔地方公共団体〕

川崎町（宮城県柴田郡川崎町）
かわさきまち

千葉市（千葉県千葉市）
ち ば し

徳地町（山口県佐波郡徳地町）
とくぢちょう

三春町（福島県田村郡三春町）
みはるまち
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［個 人]

えんどう

氏 名 遠藤 としこ

住 所 鳥取県日野郡日野町

氏は、昭和39年に地元日野郡連合母子会の会長に就

任すると同時に、母子会活動に地域における環境緑化

活動を取り入れ、以来20有余年の長きにわたり自ら陣

頭に立って積極的に奉仕活動を続け、地域緑化の推進

に尽力している。

特に、昭和40年以来、県緑の羽根募金委員として企

功績の概要 画、運営等に参画すると同時に自ら街頭募金に立つほ

か、家庭募金に地域の母子会会長として組織をあげて

取り組み、家族ぐるみの緑化意識の高揚に多大な成果

をあげている。また、募金の成果を活用しての県下各

地の公共施設への植樹や地域住民の憩いの場の環境整

備など、地域緑化活動の推進に多大な貢献をしてお

り、その功績は極めて大きい。
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［個 人]

きのした のぼる

氏 名 木下 昇

住 所 山梨県北都留郡丹波山村

氏は、昭和25年以降40年以上にわたり奥秩父山系の

雲取山の山小屋経営を通じ、登山者等に厳しい環境の

高山帯に生息する動植物は、自然の生態系の微妙なバ

ランスの上に生存可能なことを力説し、高山植物の盗

採掘はもちろん、ゴミの投捨て、植物群落への無謀な

分け入り等を行わないよう指導するとともに、盗採掘

功績の概要 防止パトロールを積極的に行った。

また、他の山小屋にも呼びかけ、林道や登山道周辺

の一斉清掃、除草整備活動を行うなど、奥秩父山系の

緑の保全に関してその実践と啓蒙活動に尽力した。

さらに、昭和41年以降、環境庁自然公園指導員等と

して登山者に対する自然保護思想の普及啓蒙に努めて

いる。
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［個 人]

たにみつ かずお

氏 名 谷光 一夫

住 所 石川県羽咋郡押水町

氏は、昭和27年から今日まで約40年の長きにわたり

自ら率先して森林づくりの実践活動に取り組むととも

に、後継者の育成指導等積極的かつ幅広い活動を通じ

て、地域はもとより県下全域にわたる緑化の推進に尽

力している。

特に、森林づくりを進めるためには人づくりが大切

であるとの信念のもと、林業研究グループの育成指導

功績の概要 を通じて森林づくりに携わる青年グループ活動の活性

化に努めるとともに、緑の少年団の育成強化に力を注

ぎ、今日まで県下において47団が結成され、団員数も

7,500名に達するなど、森林づくりの推進はもとよ

り、次代を担う青少年の緑化活動の促進にも多大の貢

献をしており、その功績は極めて大きい。
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［個 人]

ながい たけお

氏 名 永井 竹男

住 所 石川県石川郡白峰村

氏は、亜高山帯の豊かな生態系を育むブナの自然林

が針葉樹等の人工林に変えられていくことを懸念し、

自然と開発の調和を理念とする「ブナの会」を設立す

るとともに、県のブナ林保護復元事業の植栽適地や高

山植物の植生復元工法の指導等に当たった。

また、白山麓における植物の不法採取や盗掘に対処

するため、白山麓４村にまたがる白山麓自然監視委員

功績の概要 会の設立を呼びかけ監視パトロールを行っている。

さらに、環境庁自然公園指導員として、野生植物の

保護、自然公園の美化に取り組むとともに、ブナ林や

ミズバショウの観察会の説明員として積極的に協力

し、自然保護思想の普及啓蒙に尽力している。
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［団 体]

いたみ ひら かい

名 称 伊丹を拓くみどりの会

所 在 地 兵庫県伊丹市

会 長
代 表 者 山中 孝一郎

同会は、「うるおいのある花と緑の美しいまちづく

り」を地域住民自身の力によって推進することを目的

として発足した会であり、「花とみどり」の講習会、

研修会、フェスティバル等普及啓蒙活動を積極的に推

進するとともに、街かど緑化の一環として、コミュニ

功績の概要 ティ花壇の設置、管理、運営等を行い、名実ともに市

民緑化の中心的役割を果たしている。

具体的には、草花のプラグ苗を導入するなど意欲的

に新技術に取り組むとともに、会員にプランターを配

布し、各会員の家庭の軒先を花でいっぱいに飾ること

により、潤いと安らぎのある町づくり運動を積極的に

展開しいている。他の模範となるこのような活動は極

めて高く評価される。
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［団 体]

あやせこうじょう

名 称 エムケーチーズ株式会社 綾瀬工場

所 在 地 神奈川県綾瀬市

工場長
代 表 者 粟野 豊実

同工場は、建設着工当初より「健全な食品は、自然

と地域社会に調和した緑の環境の工場から」という理

念を掲げ、周辺環境と調和した緑豊かな工場づくりを

推進してきた。

緑化意識も早くから社内に浸透し、特に従業員が自

功績の概要 主的に組織した緑化委員会は、構内緑地の維持管理や

不要樹木の引き取り運動等、工場内外において活発な

緑化運動を展開している。

苗木の配布等により地域社会への貢献に努めるほ

か、緑化担当者の工場見学の受け入れ等により、工場

緑化に関する啓発にも取り組んでおり、その功績は高

く評価される。
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［団 体]

かごしまとおかかい

名 称 鹿児島十日会

所 在 地 鹿児島県鹿児島市

会 長
代 表 者 藤田 末熊

同会は、昭和47年県立鹿児島東高等学校高齢者教室

終了者を中心に園芸愛好団体として発足した。昭和52

年度より始まった鹿児島市緑化推進10ケ年計画に賛同

し、公共施設等に樹木の寄附、植栽を行い、特に照国

神社前通りのサツキ並木は、十日会の並木道として市

民に親しまれている。

功績の概要 また、昭和53年度より始まった“自分達の緑は自分

達で守ろう”をモットーとする鹿児島市歩道緑地帯管

理協定に積極的に協力し、最初の協定締結団体とし

て、歩道緑地帯の清掃・除草・灌水を多年にわたり実

施し、他の協定締結団体267団体の模範となるなど、

高齢者の団体にもかかわらず、緑化推進に関する実践

活動を率先して行い、その功績は極めて大きい。
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［団 体]

よしのこうぎょうしょ とちぎこうじょう

名 称 株式会社吉野工業所 栃木工場

所 在 地 栃木県栃木市

工場長
代 表 者 青木 実

同工場は、日光連山最南端の鴻ノ巣山の麓に位置

し、周辺の自然保護との調和に配慮しつつ、自然林を

保全し、さらに池・遊歩道・展望台等を整備して、緑

豊かな自然公園風の工場づくりを推進している。

緑地をはじめ環境施設の設置及び維持管理は、全て

功績の概要 従業員の手で行っており、社内の緑化意識は極めて高

い。

構内の自然林や展望台、体育館等は、地元小学生の

遠足や敬老会の催し等に利用され、地域住民の憩いの

場となっている。緑地の開放等により地域社会に貢献

し、緑化に関する啓発活動にも積極的に取り組んでお

り、その功績は高く評価される。
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［団 体]

くかちょうふじんかい

名 称 久賀町婦人会

所 在 地 山口県大島郡久賀町

会 長
代 表 者 林 秀子

同会は、昭和28年に豊かな明るい町づくり家庭づく

りを目的として結成された。結成以来、活動の柱に地

域全体のために奉仕活動をすることを掲げ、毎年計画

的に道路及び公園の花壇に草花を植栽し、管理を行っ

てきた。

当婦人会が植栽管理する花壇は３か所で、総延長約

功績の概要 200ｍ、総面積約600㎡に及んでおり、それぞれの花壇

には、地域の状況にマッチした、さまざまな花々が植

栽されており、施肥、草取り、散水等のいきとどいた

管理がなされている。四季の草花の満開時には、多く

の散策する人々や自動車運転者の目を楽しませ、気持

ちを和らげるなど当婦人会の緑化活動の功績は極めて

高く評価される。
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［団 体]

つかばしょうわかい

名 称 塚場昭和会

所 在 地 神奈川県相模原市

会 長
代 表 者 小川 吉三

同会は、昭和46年10月に地域のボランティア活動を

目的として設立された会であり、特に地域の緑化に対

し積極的に取り組んでいる。

本会のこれまでの活動は、昭和53年に県道相模原大

磯線の法面にサクラを植樹以後、多路線にわたり植樹

功績の概要 帯にアジサイ等を植栽するとともに、平成元年４月に

「みどりの日」の制定を記念して県道相模原大磯線に

サツキ約700株、平成２年の「みどりの日」には同県

道の法面にサツキ約300株を植栽するなど、緑豊かな

うるおいのある生活環境の創出に努めるとともに、定

期的に剪定、除草、施肥等を実施して維持管理にも積

極的に努め、地域の緑化・美化に多大な貢献をしてい

る。
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［団 体]

と わ だこまちれんごうふじんかい

名 称 十和田湖町連合婦人会

所 在 地 青森県上北郡十和田湖町

会 長
代 表 者 目時 照子

昭和40年に十和田湖町が町制10周年を記念して「花

いっばい運動」を進めるため、各戸に花の種子を配布

したことを契機に、同会がリーダーとなって、各家庭

と道路の空地等への花植えが広がっていった。その

後、昭和44年からは国道沿いにも植えられるようにな

った。

功績の概要 現在では、同町を通る国道等あわせて20数kmにわた

り路肩などの空地を利用して、サルビア等が植栽さ

れ、観光客からもその美しさが賞賛されている。

さらに、同婦人会の行う毎月２回の定期的な花の植

栽、除草等の活動は、会員の家族をはじめ広く町民に

広がり、地域緑化の推進において極めて高く評価され

る。
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［団 体]

やまなかこむらはな そだ かい

名 称 山中湖村花を育てる会

所 在 地 山梨県南都留郡山中湖村

会 長
代 表 者 伏見 武芳

同会は、昭和40年の結成以来、「火山れきの山中湖

畔に花を咲かそう。」とのスローガンのもとに、花い

っばい活動を展開している。

山中湖畔一周14kmに100の花壇づくりを目標に掲

げ、火山れき層という物理的ハンディを乗り越えて、

湖畔に大小130程の花壇を実現したほか、さらに近年

功績の概要 は、一層美しい花壇づくりに積極的に取り組むため、

湖畔の道路の路肩にコスモスの植え付けを行う「コス

モスライン計画」を実施している。

四半世紀にわたる地道な緑化推進活動は、村民一体

となった潤いのある村づくり、潤いのある人づくりに

大きく寄与している。
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［団 体]

ほし さとはな みどり うんどうすいしんきょうぎかい

名 称 星の郷花と緑のふるさとおこし運動推進協議会

所 在 地 岡山県小田郡美星町

会 長
代 表 者 稲葉 一郎

同会は、地域に花や木を植え育てることを通して美

しく豊かなふるさとおこしと、 思いやりの心を育て

これを次の世代へ継承することを目的として、公民館

や農道等地域の公共施設等を花でかざる「星の郷花の

銀河運動」に取り組んでおり、道路に沿って植栽され

た花は21kmにも及んでいる。

功績の概要 その運営管理は、婦人会、老人クラブ、農業団体等

幅広い組織で構成されている同協議会の会員が全員参

加して行い、活動資金も町民の募金でまかなわれてい

る。

これら花と緑のふるさとづくりを目指した同協議会

の活動は、緑化推進運動の尊さと地域住民の連帯意識

の醸成に寄与しており、その功績は高く評価される。
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［団 体]

みわむらみどり しょうねんだん

名 称 美和村緑の少年団

所 在 地 茨城県那珂郡美和村

団 長
代 表 者 大瀧 典夫

同少年団は、昭和52年団結成以来、地域住民と一体

となっての森林づくりや自然の保護等積極的な活動を

展開し、緑豊かな郷土づくりに力を注いでいる。 特

に、昭和25年以来の伝統ある学校林13haを森林づくり

活動の拠点として、地域住民と一体となって植林、下

草刈等森林の保護育成に努め、地域における森林づく

功績の概要 りの推進はもとより、住民の緑化意識の高揚にも大き

な役割を果たしている。

また、郷土を緑豊かなヤマメの里にしようとの願い

を込めて、ヤマメ等の稚魚の養殖・放流や河川の清掃

を続けるとともに、村内のフラワーロードの除草作業

等に取り組むなど、郷土の自然保護、環境美化に多大

な貢献をしている。
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［団 体]

やしまみどり しょうねんだん

名 称 屋島緑の少年団

所 在 地 香川県高松市

代 表 者 小川 一明

同少年団は、緑に親しみ、自然の大切さ、森林と人

間の関わりを学び体得しつつ郷土の緑を守るため、地

域住民と一体となって、植樹活動をはじめ山火事防

止、環境美化等積極的な活動の展開を通じて地域緑化

の推進に大きな役割を果たしている。

特に、松くい虫の被害により美しい緑が失われつつ

功績の概要 ある屋島山の緑を守り育てるため、被害跡地等に植樹

を続け、その数は今日までマツ、ヤシャブシ、ヤマモ

モ等11樹種、約2,000本に及んでいる。また、市民の

憩いの場である県木園や歴史施設、登山道等の清掃美

化に努めるとともに、野鳥の保護にも取り組むなど、

緑の実践活動を通じて地域緑化の推進に多大な貢献を

している。
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［学 校]

さんのへちょうりつさんのへしょうがっこう

名 称 三 戸 町 立 三 戸 小 学 校

所 在 地 青森県三戸郡三戸町

校 長
代 表 者 村井 敏郎

同校は、昭和44年度に「環境構成部」を教員組織に

新設して以来、児童、教職員、保護者、地域住民が一

体となった緑化活動に長期間継続して取り組んでい

る。

また、「美しいものを創りあげる子」を教育目標と

して、環境緑化を教科、道徳、特別活動等の教育課程

功績の概要 の中に明確に位置付け、学習効果を高めている。

さらに、学校内の緑化活動のみにとどまらず、青森

県観光地美化活動等にも積極的に取り組むなど、地域

の奉仕活動等へも発展させている。これらの活動は高

く評価され、多数の学校関係者等が視察に訪れるな

ど、地域の緑化活動の推進にも貢献している。
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［学 校]

ながれやましりつながさきしょうがっこう

名 称 流 山 市 立 長 崎 小 学 校

所 在 地 千葉県流山市

校 長
代 表 者 大島 安好

同校では、 学校の環境づくりと児童の理科研究な

どのため、学校創立と同時に草花づくりをはじめた。

同校には、近くの農家から借りた畑を利用した1,200

㎡の草花用観察園があり、栽培委員会の児童を中心に

各学年が管理している。本校の先生と児童が一丸と

なった休み時間や放課後を利用しての肥料づくりや草

功績の概要 取り、水まきなどの草花づくりの活動は、多くの草花

をつくりだし、廊下や職員室など校内はもちろんのこ

と、豊四季駅（東武野田線）や地域の野々下福祉会館

などに飾っている。

このように本校の緑化活動は校内だけにとどまら

ず、地域への広がりを見せており、極めて高い評価を

得ている。
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［学 校]

にいがたけんりつむらかみさくらがおかこうとうがっこう

名 称 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校

所 在 地 新潟県村上市

校 長
代 表 者 星野 栄雄

同校は、「自然を愛し、地域の緑化に役立つ技術を

持つ人材の養成」をモットーに、植林奉仕、緑に関す

る調査研究、環境緑化等多彩な緑化活動を展開してい

る。

特に、地元村上市及び周辺地域の名木、巨樹の調査

研究、「三面川の魚つき保安林」をテーマとした調査

功績の概要 研究、うるし造林の研究等地域の自然や課題に着目

した各種の調査研究活動に取り組み、その成果は地域

の緑づくりに活かされるなど、高い評価を受けてい

る。

また、市民の憩いの場である村上城址の城山スギ林

等の保護管理や地元海岸保安林の清掃活動等積極的な

ボランティア活動を通じて、地域緑化の推進に重要な

役割を果たしており、その功績は極めて大きい。
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［学 校]

みさきちょうりつたんのわしょうがっこう

名 称 岬 町 立 淡 輪 小 学 校

所 在 地 大阪府泉南郡岬町

校 長
代 表 者 渡辺 啓介

同校は、都市化の進展が著しい大都市周辺にあっ

て、地域の緑を守り育てるため、昭和56年から学校林

の造成に取り組み、以来今日まで学校林を中心とした

幅広い活動を通じて、地域緑化の推進に大きな役割を

果たしている。

特に、松くい虫で被害を受けた地域の緑を取り戻そ

功績の概要 うと昭和57年から全校あげて植林活動に取り組み、今

日まで4,600本のヒノキを植林するとともに、年間延

べ300名が参加して下草刈り等保育管理に努めるな

ど、地域の森林づくり推進に多大な貢献をしている。

また、学校林を活用した児童、教師、地域住民一体

となった森林体験学習を推進し、地域ぐるみの緑化活

動の推進に努めるなど、その功績は極めて大きい。
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［学 校]

やまもとちょうりつつじしょうがっこう

名 称 山 本 町 立 䭜 小 学 校

所 在 地 香川県三豊郡山本町

校 長
代 表 者 筒井 忠利

同校は、昭和31年の校舎新築以来、児童、教職員、

ＰＴＡが一体となり、植樹や花壇づくりなどの緑化活

動に長期間継続して取り組んでいる。

また、緑化活動を教育課程に位置付け、花の写生コ

ンクールなどを実施しているほか、毎月２回「みどり

の日」を設け、全校一斉に草花の手入れなどに取り組

功績の概要 んでいる。

さらに、地域の子ども会活動の一環として、学校で

育成した苗を配布し、花壇づくりや花壇コンクールな

どに取り組むなど、地域の環境緑化の推進にも積極的

に取り組んでいる。これらの活動は、県内の学校環境

緑化活動のモデル的な役割を果たしており、高く評価

されている。
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［地方公共団体]

かわさきまち

名 称 川崎町

所 在 地 宮城県柴田郡川崎町

町 長
代 表 者 大浪 正志

同町は、仙台市を中心とする地域の重要な水源であ

る釜房ダム一帯の水源かん養林の維持·育成に尽力

し、15年以上にわたって毎年100haを越える植林を行

うとともに、各種治山事業の積極的な導入により森林

の整備に努めてきている。

また、小学生を対象としたダム上下流域少年交流会

功績の概要 の開催に積極的に協力し、体験学習の指導等により、

緑資源、水資源としての森林の大切さの若い世代への

普及・啓発に努めている。

さらに、ダム湖畔を囲むみちのくの杜の湖畔公園を

中心としたダム周辺の環境整備を図り、緑に親しむ環

境づくりを進めており、その功績は非常に大きい。
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［地方公共団体]

ち ば し

名 称 千葉市

所 在 地 千葉県千葉市

市 長
代 表 者 松井 旭

同市は、いこいとやすらぎのあるまちづくりのため

市民と一体となった緑化事業を積極的に進めている。

具体例としては、全国一の締結実績をあげ、全世帯

の約13%に及ぶ住宅地の緑化協定がある。この実績

は、当市が地域の町内・自治会と積極的かつ根気よく

話しあうことで地元住民の理解を得ながら、協定の締

功績の概要 結を推進してきた結果である。

さらに、協定締結後の運営を活発に進めるため、協

定地区の代表者による「千葉市緑化推進協議会」を発

足させるなど、都市緑化に対し極めて積極的に取り組

んでおり、他都市の模範となっている。このような当

市の緑化活動は極めて高く評価されるものである。



-23-

［地方公共団体]

とくぢちょう

名 称 徳地町

所 在 地 山口県佐波郡徳地町

町 長
代 表 者 井上 平司

同町の水源かん養保安林の面積は、11,786haで山口

県第１位であり、また、町有林の約90％が水源かん養

保安林となっている。同町は、人工造林、除伐等の推

進に努めるとともに、公団造林を積極的に行い、水源

かん養保安林の維持造成をはじめ緑化推進に尽力して

きている。

功績の概要 また、「国立少年自然の家」を誘致する等森林公園

の整備にも努め、森林とのふれあいの場を提供してき

た。

さらに、町制施行30周年の記念造林、みどりの日制

定記念の森の造成等の実施により緑化思想の普及啓発

に努めるとともに、緑の少年隊の育成、花だんの整備

等により緑づくりに尽力しており、その功績は非常に

大きい。
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［地方公共団体]

みはるまち

名 称 三春町

所 在 地 福島県田村郡三春町

町 長
代 表 者 伊藤 實

同町は、「日本一のさくらの里づくり」をめざし、

町全体にあらゆる種類の桜を植栽することを目標にし

て、条例で全国でも初のさくら基金を設置し、町内の

みならず全国から資金を公募して、現在に至るまでに

3,400本の桜の植栽を行っている。また、住民により

功績の概要 「三春さくらの会」が設置され、さくらセンサスの実

施、滝桜の保護等の活動が展開する一方、各地区には

「まちづくり協会」が設立され、公共施設周辺にサル

ビアなどの花を咲かせる花いっぱい運動を実施するな

ど、町民の積極的な活動が展開される。このような、

地域の特色を活かした緑化の推進は、全国の地方公共

団体の緑化運動の模範として高く評価される。




